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上尾橘高校の公式 Instagramでも紹介されていますが、春休みに、上尾橘高校の校門近くの桜は 

満開を迎えていました。桜は、秋になると葉をすべて落とし、寒い冬の間は、まるで枯れてしまったかの 

ように見えます。でもこれは、寒さの中でむだなエネルギーを使わないためのもので、冬を乗り切るため 

に必要なことなのです。 

やがて、春に向かって少しずつ気温が上がってくると、桜は少しずつ活動を始めます。そして、日々 

の気温を積み重ねた「積算温度」がおよそ 600度に達すると、桜（ソメイヨシノ）は花を咲かせるとい 

われています。（開花予想はこれをもとにしています）このように、寒い冬の間は葉も花もつけず、まる 

で枯木のように見える桜は、自分が花を咲かせるのに最もふさわしい季節が来るまで、静かにエネル 

ギーを蓄え、花を咲かせる準備をしているのです。 

 

さて、今年、上尾橘高校に入学した１年生や、2年生・3年生へと進級した人の中に、これまでの傷ついた経験や 

不安から、自分に自信が持てなかったり、失敗することが怖くて、冬の桜のように目立たないように過ごして 

きた人、「もう傷つきたくない」「人と関わるのが怖い」という思いから、心を閉ざして、「ほかの人と関わらない」 

「必要なこと以外は何もしない」という形で、自分を守ってきた人もいるかもしれません。または、本当は友だちを作りた

い、新しいことに挑戦したいと思いつつ、どうしていいかわからずに、動けない人もいるかもしれません。 

 

その一方で、この上尾橘高校の温かい雰囲気の中で日々を過ごす中で、少しずつ心にエネルギーが 

たまっていった結果、冬の桜のような中学時代や、1年前、2年前に入学した頃の 

自分が嘘のように感じられるほど、自分らしい花を咲かせている人もいます。 

ただ、ここで一つ大切なのは、花というのは、昔話の「花さかじいさん（桜の枯れ木に灰をまいたら、 

満開の桜が咲いた）」のように、「だれかが自分のところへやって来て、だれかが咲かせてくれるも 

の」ではなく、「自分自身で咲かせるものだ」ということです。 

保健室では、夢や希望を胸に高校へ入学したものの、思い描いていた自分の姿や、期待していた高

校生活と現実との違いにがっかりして、「学校はつまらない」、「楽しくない」「学校を辞めたい」という

話を聞くことは珍しくありません。でも、学校が楽しいかどうか、上尾橘高校で自分の花を咲かせる

かどうかは、周りのだれかが決めることではなく、あなた自身が決めることなのです。 

コップに水が半分入っているのを見て「半分しかない」とがっかりする人もいれば、「半分も                         

入っている！」と喜ぶ人がいるように、同じものを見ても、同じことを経験しても、その人                    

の感じ方やとらえ方（難しい言い方では認知と言います）で、気もちは変わるからです。 

さて、映画『国宝』に出演し、アカデミー主演男優賞を受賞した俳優の吉沢亮さんは、あるインタビューの中で、 

新社会人に向けて次のようなメッセージを送っています。 

 

 

 

もしかすると、上尾橘高校を「選んだ」のは、自分の意思ではなかった人も                             

いるかもしれません。保健室でも、「本当は違う学校に行きたかったのに・・・」 

という不満の声を耳にすることがあります。でも、先ほど紹介した吉沢亮 

さんの言葉にもあるように、実は「どの道を選ぶか（どの高校に進学するか）」 

よりも、どうその道（入学進級した学校）を歩くか（どのような態度や気もちで 

過ごしていくのか）のほうが、大切なのです。  

      

あなたが、「つまらない」「楽しくない」「辞めたい」といった不満ばかりを口にしながら過ごしたり、「つま

らないから、だれかが自分を楽しませてほしい」「大変なことや、面倒くさいことはやらないで、自分が

やりたいことだけをやりたい」「自分は何もしなくても、学校が楽しいと思えるようにしてほしい。」と考

えているうちは、自分の花を咲かせることは難しいと思います。それどころか、「目先の楽しさやおもし 

ろさ」のために、正しくない選択をして、生徒指導の対象となるような行動につながってしまう可能性もあります。 

 

でも、たとえ今、毎日があまり楽しくないと感じていたとしても、自分で目標を決めたり、小さな楽しみを見 

つけたり、当たり前のことを当たり前に続けていく中で、ふと「ちょっと楽しいかも」と感じる瞬間がきっと 

あるはずです。一日中ずっと楽しいわけではなくても、「あのことは楽しい」「この時間は好きだ」と思えるこ 

とが増えていくと、少しずつ世界の見え方が変わってきます。すると、今まで気づかなかったことが見えてき 

たり、つまらないと思っていたことが楽しく感じられるようになったりして、いつのまにか自分が選んだ道 

が、自分の居場所になっていくのです。 

このように、最初は楽しくないと感じていた場所でも、自分なりの楽しみや目標を見つけて過ごせるようになった経験

は、これから社会に出て働くようになったとき、あなたを支える力になってくれます。 

また、「これまで学校を休みがちだった人が休まずに通えるようになった」「遅刻ばかりしていた人が 

時間どおりに学校に来られるようになった」「勉強が苦手だった人が、勉強が分かるようになった」「提 

出物を出せなかった人が、きちんと出せるようになった」。 

こうした上尾橘高校での一つひとつの経験があなたの自信となり、あなた自身の花を咲かせていくためのエネルギーに

なっていくのです。 

上尾橘高校の校門近くの桜は、もう散ってしまいましたがが、少し遅れてテニスコートの周りの八重桜が 

満開を迎えました。桜にもさまざまな種類があり、咲く時期が違うように、環境が変わってすぐに花を咲 

かせられる人もいれば、時間をかけてエネルギーを蓄える必要がある人もいます。まずは、「当たり前の 

ことを当たり前にする」ところから始めてみましょう。 

春休みの課題は提出できていますか。遅刻をしないで登校できていますか。 

「おはよう」「こんにちは」「またね」「さようなら」と、あいさつはできています 

か。そんな「当たり前のこと」を続けていく中でエネルギーがたまって、気が 

ついたときには、思いがけない「あなたの花」が咲いているかもしれません。 

 

ただ、「がんばったけどうまくいかない」「思い通りにならない」「やっぱり学校が楽しくない」 

そんなときにはぜひ、保護者や先生、友だち、保健室に相談してください。話をする中で、 

何かヒントが見つかるかもしれません。保健室はいつも皆さんを応援しています。 

 

 

 

大切なのは、どの道を選ぶかよりも、どうその道を歩くか・・・ 

「どの道を選ぶかよりも、どうその道を歩くかのほうが重要だと思います。 

ぜひ、自分自身の歩み方で、正しい選択をしていってください。」 

 


